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１．序

常伝導成分に対しては充分な抵抗を持ち，超伝導電

子が質量輸送を担う構成があれば電流による温度差の

生成が観測されるであろう．逆に，温度差は電流を生

じさせるであろう．この様な一種の熱電気効果の予想

を行う．

２．理論

超流体に於て，細いスリットがエントロピーフィル

ターになることに気付いたのは超流動の発見者カピツ

ァ自身である●そして，これを用いる超低温の生成ま

で提案している●しかし実用にはならないことが後に

指摘されている1)．それでも本年その様な実験がなさ

れ’０．７Ｋ位までにしか冷却しないことが報告されて

いる2)・理由はまだよくわかっていないとしてある．

が，超流体自身の温度波が大きいのではないかと推測

される．

超伝導についても，かなりの程度まで二流体理論は

適用できよう●すると同様の現象が予測されてもよい

と思われる･通常の使用情況にある超伝導体には，必

ず電流が存在し，程度の差はあっても，エントロピー

フィルターによる温度差の発生が起きているのではな

かろうか．しかしながら’これらが議論されることは

ないといってよいであろう．

最も普通の例をとる．超伝導体に，常伝導体からな

る導線が２本付けられている．電子流は１方の導線か

らエントロピーＳを持つ質量流として超伝導体へ流

入し，耐程度の放熱を行う筈である．一方，超伝導

体の他端に於ては，エントロピーゼロが主体となった

電子流が導線に流れ込承，導線の比熱の一部を担う．

そこでは，当然刑程度の吸熱があろう．

３．結語

フィルターとして，常伝導物体との接点を挙げたが，

ジョセフソンジャンクションはエントロピーフィルタ

ーの好例であろう．このタイプは，超流動ヘリウムの

場合の直接のアナロジーとして，考え易い

又，ジャンクションが，薄い絶縁膜，細い接点，常

伝導物質等で作製されるということ自体も，フィルタ

ー材としてそのまま実験の為の参考になる．

逆の効果として，例えばジョセフソンジャンクショ

ンに温度差を与えることで電流を生ずることが予想さ

れる．これはヘリウムのmechano-caloriceffectのア

ナロジーである．系全体のエントロピー増の為に不可

逆過程として，低温部から高温部へ電子流が起るであ

ろう．熱電対にならって，２つの異種ジャンクション

の作る閉回路の電流として観測する方法もあろう．

超流動ヘリウムに於ては二流体理論はすぐれた現象

論である．超伝導に於ても，熱力学の扱う巨視的な現

象には充分適用できるであろうということが以上の予

想の根拠である．
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